平成２６年度　第２回静岡市発達障害者支援体制整備検討委員会　会議録

１  日時      平成２７年３月３日（火） 午後２時００分～午後４時００分
２  場所      城東保健福祉エリア　保健福祉複合棟３階　第１・２研修室
（静岡市葵区城東町２４－１）

３  出席者     
（委員）大塚玲委員（委員長）、河原秀俊委員、大橋敬子委員、吉田佳子委員、小林久恵委員、田形昌子委員、木原清孝委員、池田友久委員、那須利久委員、佐藤徹委員、大石眞理子委員、小長谷忠委員、森山明夫委員

（事務局）田形参与兼障害者福祉課長、加納商業労政課雇用労働政策担当課長、

障害者福祉課　海野主幹兼係長、一柳主任主事
静岡市発達障害者支援センター所長　前田卿子　氏、山川支援員
４　欠席者　

（委員）川口茂委員、長野恭江委員
　　

（事務局）村岡福祉部長、望月地域リハビリテーション推進センター所長、牧野健康づくり推進課長、原田精神保健福祉課長、深澤参与兼子ども未来課長、一木参与兼保育課長、伊藤参与兼子ども家庭課長、内山参与兼児童相談所長、森下参与兼教育総務課長、河本学校教育課長

５　報告　（１）静岡市発達障害者支援センター「きらり」の平成２６年度の取り組み
６　議題　（１）発達障がい者支援に関する実態調査結果について
　　　　　　　（２）実態調査から見えた現状・課題・支援策について

　　　　　　　（３）平成２６年度　事業の現況報告及び今後の体制について
　　　　　　　（４）「相談支援ファイル（すくすくファイル）」内容等改訂について
７　傍聴者　　一般傍聴者　０人

　　　　　　　　報道機関　　０社

８  会議内容
開　会
（午後２時　開会）

（司会）

これより平成26年度　第２回　静岡市発達障害者支援体制整備検討委員会を開会します。

私は、本日の司会進行を務めさせていただきます障害者福祉課　地域生活支援係の一柳と申します。
よろしくお願いいたします。

（司会より事務連絡）
（司会）
議事に入ります前に、ここで会議の成立についてご報告をさせていただきます。

委員会の開催にあたりましては、静岡市発達障害者支援体制整備検討委員会設置要綱第５条第２項の規定により、委員の半数以上の出席が必要となっております。

本日の出席委員は定数15名のうち、13名で、過半数を超えておりますので、会議は成立しておりますことをご報告いたします。

それでは、これより先の議事につきましては、委員会設置要綱第４条第３項に基づき、委員長に議長として進行をお願いしたいと思います。

大塚委員長よろしくお願いいたします。


次第　２報告（１）静岡市発達障害者支援センター「きらり」の平成２６年度の取り

組みについて
（大塚委員長）

まず初めに、静岡市発達障害者支援センター「きらり」平成26年度の取り組みにつきまして、説明をいただきたいと思います。よろしくお願いします。
～前田発達障害者支援センター所長より説明～
（大塚委員長）

ありがとうございました。ただいまのご報告につきまして、ご質問・ご意見等ございましたらお願いします。
いかがでしょうか。

（佐藤委員）

　すくすくファイルの件についてよろしいでしょうか。これは使う側だけではなくて、どちらかというと見せられる側、関わる機関に関して説明を手厚くしてくれたということで非常によかったなあと思って今、聞いておりました。ひとつ確認です。学校関係でいいますと、個別の支援計画というものを今までつくっておりました。それと一体化したもので、学校でも使っていけますよ、という理解でよろしいでしょうか。
（前田所長）

　それは学校現場で今までとても素敵な個別の支援計画、基本計画を作っていただいておりましたので、それが使いやすい方は、これからも使っていって、こちらのファイルに挟んでもらえますし、ここにあるものが使いやすいということであれば、使っていただければいいと思うので、色々な機関で、例えば幼児言語教室にしても、これと違うものを作っておりますので、そういったものをこのファイルに挟み込んでいただければと思います。私どもで作ったものは、比較的、お母さんでも、お医者さんでも、簡単に書けるものとなっておりますので、初めてや、あまり慣れない学校の先生方にとっても、本当に使いやすいものだと思いますので、これを利用して頂けたらと思いますし、これでなければいけないということではないので、それぞれの現場現場で、使いやすい物を使っていただく上で、いずれにしても作った支援計画は、コピーしてお母さんに差し上げて、お母さんに管理、保存していただいて、必要な機関から機関へ繋がっていく時にこれを見ていただくということで、情報が横に縦に繋がるという形で使っていただければいいと思っています。
（佐藤委員）

　ありがとうございます。

　学校現場の、特に小中学校の先生、いわゆるコーディネーターの方たちが、このすくすくファイルとどう関わっていけばいいかということが、かなりはっきりしてきたと思うのです。非常に活用が促進されて、いい方向だなという風に思って見ておりました。
（前田委員）

　ありがとうございました。

（大塚委員長）

他にご意見、ご質問ございましたらお願いします。
（小長谷委員）

　うみのこセンターの小長谷です。今年度、きらりさんの研修「すくすくファイルの使い方」をスタッフにしていただきまして、早速、一部のお母さんにお渡ししながら説明させてもらったケースがあります。お母さんも「初めてみます」というようなことだったので、うちもファーストアタックのとこで、しっかり説明ができる場所だと感じておりますので、活用ができればいいと思います。
　先ほどご説明もありました、私たちも、口頭ではお母さんにその都度、支援計画を説明はしていたのですが、実際にそれに綴じこむなど、しっかり活用してもらえるように伝えていきたいです。
（大塚委員長）

　ありがとうございます。

　どうぞ。

（吉田委員）

　お世話になります。静岡県自閉症協会の吉田と申します。
　ペアレントメンターの件についてお伺いしたいのですが、現在のところ28名の方が修了されているということですが、その方たちは修了証というものをもって、資格を持ってという形で、色々な機関に、依頼があったら出向いて、活動されているということでよろしいでしょうか。

　

（前田所長）
　一応、せっかく受けていただいたので、何らかの形でということで、本年度、今まで受講して、６回ほとんど受けられた方たちに関しては、修了証書というものを発行させていただきました。これはご自身の自己啓発にもなるということと、自分のお子さんのためにも役に立つという事と、それから相談されたりとか、支援者として自分がご活躍なさるとき、その支援技術を高めるということで、その方々の、このやり方でいいんだということの自信になっていただければなあと思っております。自閉症協会からもいつも参加していただいて、ありがとうございます。
（吉田委員）

ありがとうございました。

（大塚委員長）

　他にございますか。

　それではないようですので、また、質問がございましたら、後ほど、議題（４）「相談支援ファイル（すくすくファイル）」内容等改訂についてがございますので、その際にでもご意見、いただければと思います。
　それでは、議事に入りたいと思います。


　３（１）発達障がい者支援に関する実態調査結果について、それから、３（２）実態調査から見えた現状・課題・支援策につきまして、続けて事務局よりご説明をお願いいたします。
～障害者福祉課　海野主幹兼係長より説明～

（大塚委員長）
　ありがとうございました。

　それでは、ただ今の説明につきまして、ご質問・ご意見ございましたら、お願いいたします。

（小林委員）

　きんもくせいの小林です。

ただ今の現状・課題・支援策の中で、私とか、私の周りの人達が思うのは、この静岡市で18歳以上になったら、どこの医療機関に行けばいいのか。静岡市で18歳以上になった発達障がい者を診るお医者様を静岡市立病院とか、済生会とかにぜひ１人おいてもらいたい、本当に痛切な願いです。
確かにこれは就労の話題ですが、就労をするのには環境や体制状態をつくるのに、住む場所とか、余暇とか、例えば発達障がい者のための活動支援センターとか、そういうものが、出来ている他都市もあります。静岡市にはまだ、そういう体制ができあがっていないので、出来ればお医者様それから活動支援センター、そういう場所がつくられていければ、いいなあと思いますし、また、連携という問題で思うのですが、なかなか当事者の認識、親の認識がずれている方が多数いらっしゃるので、よく、行政とか色々な機関に頼みますと、たらいまわしになる親御さんがいらっしゃいます。たらいまわしになるというのは実は悲しいことなのですが、親御さんが悪いのかというと、親御さん自体も本当のところをよく知らないという現実があると思います。出来るだけ、障害者職業センターなどで、適正等を調べ、実際に我が子がどの程度の能力があり、どの程度の仕事に就けるのかを見定めるようなことをしないと、やはり親たちも、特にうち（きんもくせい）は大学まで出したお子さんとか、中学、高校まで何の指摘もなくきてしまっているので、もっとできるはずだ、もっとやれるはずだ、と思っている親御さんが非常に多いです。でも、本当は適性検査をすれば、手先の不器用さとか、色々なだめなところが出てくるわけで、そこらへんがしっかりできていないと、ただ仕事に就いても、親の方はもっといい仕事に就けるはずだと思うし、子どもも、もしかしたら、もっといけるのではないかと思うお子さんもいますが、私としてはあくまでも連携という言葉だけではなく、質の問題がすごくあると思います。もっと連携される箇所箇所で、ちゃんとした質が伴わないと、本当の適性な就職や、適正な就労に就けないと私は思っております。以上です。
（大塚委員長）
　ありがとうございました。

今のご意見は、ひとつは、実態調査は就労についての調査ですが、成人期の就労だけを取り上げるのではなくて、それに係る全体的なシステムを、今の最初のご意見は18歳以上の医療機関、全体的なシステムを整える必要があるのではないかという意見だったと思います。もうひとつは、これは私の解釈ですが、幼児期からの全体的なシステムをしていかないと、それまで、何ら指摘もされないで大きくなって、いざ就労となった時、やはり本人とか親御さんの認識と現実とのギャップがあって、埋めがたいので、やはり幼児期からのきちんとしたシステムの体制づくりが必要だったというご意見だと思いますが、何かこれについて事務局からコメントがありましたらお願いします。
（海野主幹兼係長）

　医療機関との連携に関しましては、色々なところで成人期の方を診る医療機関が大変少ないというご意見というのはいただいております。発達障害者支援センター「きらり」との話のなかでも、そういう話をさせていただいて、来年度に向けてですが、やはり小児科と精神科との合同研修会であるとか、精神科を個別訪問して色々な理解を重ねていくとかの意見が今出ておりますので、そういうことを重ねていって、少しずつですが、そういうところが理解されていければいいのかなと思っております。
　ただ、全体的な体制づくりということもお話がありましたけれども、なかなか一回では出来ませんので、足元からすこしずつ進めていきたいと思っております。
それから発達障がい者の方、成人期の方の日中の居場所として活動できる場所というお話もいただきましたけれども、今後何かできるのかなということを皆さんと討論しながら、進めていければいいかなと思っております。来年度の部会などもありますので、そういう中で具体的にご意見をいただければなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
（大塚委員長）

　他にご意見ありますか？

（吉田委員）
親の立場からの意見となってしまいますが、例えば学校を卒業した時とか、就労先が見つかった時、ついそこがゴールのような気がしてしまいますが、実際にはそこがスタートではないですか、こちらの資料を見させていただいて、定着のための支援が随分どの場所でも行われているということで、ちょっとうれしい反面、実際のところそれがどの程度効果を表しているのか、ちょっと思ってしまう部分もあるのですが、　　入ったばかりの時は、周りの方たちもわりとサポートをしてくださったりとか、支援をしてくださるのですが、それが続いていくことによって、例えばお給料の面とかそういったものなんかでも、障がい者とパートの方が、そんなに変わらない時給だったりするとなぜ同じような給料で私はこの子の面倒までみなくてはならないのか等の不満も出てきてしまって結局最後はサポートをしてもらえなくなって、その子が続かなくなってしまったりして、割とそういった話なんかも聞くのですね、本当に支援をずっと続けていただくのはすごく大変なことで、だけどとても大事な事だと思うので、やっぱり定着するための支援というのがやっぱりいる間ずっと続いていかなければそこ子はそこにいられないという状況が往々にしてあるものですから、卒業する時も就労先が見つかったからそこがゴールではないし、センターとか色々なところで就労先が見つかってもそこがスタートであるし、その辺、支援の方法というのは色々な機関が連携をとっていただいて、続けていただくっていうのがすごく望まれるので、またそういったところをぜひお願いしたいなと厚く思います。
（大塚委員長）

　ありがとうございました。

（池田委員）

　ハローワーク清水の池田です。

　団体関係者の資料２の問４、問５を見て、ちょっとびっくりしたんですが、まず問５の方で手帳交付を受けていますかのところで、手帳の種類なんですが、療育手帳Ｂが16人、療育手帳Ａが22人ということ、それと問４の中の診断を受けていますかを見ますと自閉症の方が一番多いということで、そういったことを考えると自閉症の方の療育手帳の取得者が非常に多いということで判断するわけなんですけれども、それを含めてその前の問２の中でも現在正社員として働いている方が10人、アルバイトをしている方が４人ということで、現在就職をされているかたがこれだけいらっしゃるということで、まずびっくりしたんですけれども、そのびっくりした内容のひとつに療育手帳が全部で38人、精神保健福祉手帳が０人ということで、実はハローワークにお見えになられる障がいをお持ちの、発達障がいの方というのは、前にも話したかもしれないのですが、精神保健福祉手帳を持っている方がほとんどで、療育手帳をお持ちの方は非常に少ないと、そういった事を考えると、療育手帳を持っているってことだと知的障がいということで多分来られているのではないかという風に想像するんですね、その中で、重複障がいの中で、実は自閉症ですよということを前もって、就職相談の前に話をしていただければ、先ほど小林委員さんの方からも話があったように障がい者の職業センターのように、職業評価をしてもらって、その方の能力を判定した中で職業の斡旋を提供していくということができるのかなというふうに感じたところでございます。以上です。
（大塚委員）

　ありがとうございます。

（小林委員）

　小林です。

　先ほどの精神保健福祉手帳の件ですが、実はうちの（きんもくせい）アンケートに関しまして、回答できた人たちは、かなりいい状態の方たちで、本当はこれ以上にもっと大変な状況の方がたくさんいるということをうちの会長からもぜひ言ってこいと、本当に事実そうなので。なかなか精神保健福祉手帳の方もいらっしゃいます。たとえ就労継続支援Ａ型に就労しても静岡市の場合、４時間勤務がほとんどで、本人の実収入になかなか結び付かない状態が続いております。やはりそのへんのことで精神保健福祉手帳が少ないということと思ってください。お願いします。
（大塚委員長）

　ありがとうございました。

（吉田委員）

　私どもの自閉症協会もそうなんですが、そういった親の会に入るというのは、親の会ですので、親もある程度、障がいを受容して動いているので、割と早いうちから手帳を申請していることになるので、ほとんどが知的も伴っていたりとかで療育手帳という方が多いんですね。高機能とかそういった形で精神保健福祉手帳しか取れない方もいるのですが、そういった方はやはり親の方も障がいの受容には時間がかかると思うんですね、出来る事が多い分、障がいを認めるのに時間がかかると思うので、そういった方は割と手帳を取らずに過ごしてしまったりとか、取りたくても取れなかったり、それでやっと精神保健福祉手帳を取ったりという形になるので、ちょうどうちの会のそういった方たちは少ないと思うので、こういう結果が出てしまっております。やはりハローワークとかに行く方は障がいが受容しきれない方も実際に多いっていうところで結果がでておりますので、もちろん親の会にも所属していない方がいらっしゃるので、こういう結果が出ると思います。苦労されているのに相談するところもなくてと、そういう方が多いのではないでしょうか。
（大塚委員）

　いかがですか。はい、どうぞ。

（田形委員）

　静岡市静岡手をつなぐ育成会の田形です。

　資料２の方なんですが、一番初めに思ったのは、問４のところで診断を受けていない方が７人いらっしゃるんですね。問５のところで障害者手帳の交付を受けていない方が８人、問９のところで就職を希望しない方が９人いらっしゃるんですが、その理由は何かなというところが、資料の中にはないのですが、そういう設問とかはなかったのですか。むしろ療育手帳の交付を受けていない方とか、就職を希望しない方はどういう理由があってこういう答えになったというところを知りたいと思うんです。例えばＩＱがありすぎて療育手帳の申請にいったんだけど、もらえなかったとか、どういう理由があって就職を希望しないのかとか、その理由に関してはいかがでしょうか。
（海野主幹兼係長）

こちらの調査ではそこまでは見えてこない部分があると思います。
（田形委員）

どちらかというと、そういうところを掘り下げていただけると、また進む道が見えてくるのかなと思うので、せっかくこんなにいいアンケートをしていただいたので、その理由は何かというところをまた掘り下げていただけると、その理由を解決する為にはどんな方法があるかなというところで、いくつか方法があると思うのでぜひ次回の時にはそこをお聞きしたいなと思います。

　例えば今のお話で、受容していないからということなら受容してもらうためにはどうしたらいいかとか、多分道はあると思うので、その辺のことをまた、お願いします。
（大塚委員長）
この調査に関しては、静岡県自閉症協会ときんもくせいの会員の対象の調査ということで小林委員、吉田委員、何かご質問についてもしこころあたりがあればコメントいただければと思います。
（吉田委員）

　うちの会の場合ですね、自閉症協会ですが、障害者手帳の交付を受けていますかというところで、受けていないというのは、聞いた話からの推測なんですが、同居されているおじいちゃん、おばあちゃんとか、そういう方たちの了承が得られなくて手帳の交付に至らなかったという方もいらっしゃるんですね。あとはやはり高機能の方でそういったものをご本人が望まない、自分は障がいではないということで本人が望まないといった声もきいたことがあります。その方たちがこのアンケートを受けてくれてここに印をつけたかははっきりしませんが、理由としてはそういったことを聞いたことがあります。それと就職を希望しないというところですが、一度辞めるときに、挫折すると本人がすごくつらい思いをしてしまうのでなかなかその気持ちを克服するというのは難しい部分もあったりするのかなと、思うんですね。割と１度あったことを鮮明に覚えていて、そういったことを忘れない方たちもあったりするので、ひょっとしたら、そういった方たちがいたのかなと、思うのですが。ちょっとその辺はわからないのですが。
（大塚委員長）

　ありがとうございました。

（小林委員）

　さっき出ていたんですけれども、定着という問題なんですが、１回就職して、うまくいかなかったということがありますと、次のステップを踏むのはなかなか難しい問題です。
　私も聞いてみたかったんですけれども、定着っていうのをハローワークさんなどでやってくださっているということなんですが、仕事上で本人が挫折したちょっと困った事が起こった場合に、どういう定着をさせるための指導とか、どういう風に各機関が入ってくださっているのか聞いてみたいと思います。

（大塚委員長）

　いかがですか。

（池田委員）

そういうような事案が起きる前に、まず職場定着指導とか、就職の早い段階で行うというのは、これは全部をやるわけにはいかないのですが、それらの障がいの種類や程度に応じ、あるいは就職した会社によって実施をしているところです。

例えばそういう事案が生じた場合には、その方が今まで属していたような支援機関とか、あるいはここに書いてありますが障害者就業生活支援センターであったりとか、そういうような支援団体や機関と同行して問題解決にあたっていくというようなことがほとんどだと思うのです。ただこれは事がある程度大きくなってからでないとハローワークの方に来たり、相談が本人からくるのか、あるいは事業所からくるのかによってもまた支援の方法というのは変わってくると思うのですけれども、そういうような事案がないとどちらかというと長期的な支援というのはやはりなかなかハローワークでは難しくなってきているのかなという気はしますけれども。
（那須委員）

　障害者職業センターの那須でございます。いつもありがとうございます。

　今も進行中のケースは複数あるわけですけれども、なぜうまくいかなくなったのか、ご本人の背景が本当に違います。ご本人の体調といいますか、変化に伴うもの、それから企業内の環境が変わった、上司が変わった、仕事の内容が変わった、職場が移転をして遠くなった、それから家庭の変化ですね、ご両親の高齢化、両親のトラブルとかというところで尾を引いている方、あるいは友達づきあいのところからちょっとずれてしまっていることからということになります。私どもの場合は、ある日突然企業の方から、あるいはご本人の方から、今困っているから助けて欲しいという過去に何の縁もゆかりもなかった方から入ってくるというケースはまだそう多くはございません。就職の際に例えばジョブコーチを使った、あるいは私どものカウンセラーが企業を出入りする中で受け入れてもらった、まあそういう何かのきっかけがあった場合には、わりとトラブルがあった場合には対応しやすいのかなと思います。そういう
ＳＯＳが入った場合には、まず私どもカウンセラーが現場の方に向かいまして、ご本人、それから企業の方、ご家族から、それぞれから何が起きているのかと等しく情報をとりまして、出来るだけ偏りのない視点で今何の問題があるのかを冷静に判断をするようにしております。そのうえで、ご本人さん、ご家族が就労の継続を希望されるのかどうかが今後の対応に大きく関わってきますので、そういったところも含めて具体的な対応策を提案していくというのが一般的なやり方です。私どもの出番で何とか抑えるといいますか、じゃあ、もうしばらく様子をみましょうかという例もあればジョブコーチを２か月、３か月、長期的に派遣をしていく中で、もう一度環境に馴染んでいく支援を継続的に行うという場合がございます。ただここでやっぱり難しいなと思っているのは、現場で一緒に働く方々が、感情的にこじれてしまって、あるいはご家族が企業に対する不信感を強くもってしまっている、そうなってしまうといくらご本人がこの会社で働きたいと言っても、そうそう簡単には収まるのは大変難しいかなというふうに思います。場合によっては私ども、あるいはジョブコーチがある程度不満をぶつけてもらう相手になりながら、お互いの要求水準を下げていく様な調整をして、問題発生前の、そんなに大きな、実は状態は変わってはないんだけれども、何かあれば、聞いてくれる場所として職業センターというのがあるんだな、というところでもう少し様子を見ようとか、あるいはこの会社でがんばってみようかというところで、とにかく今収まっている、それをまたちょっと日の出があがる頃にパット教えてもらってまた抑えていく、実はこういうふうな関わりをしながら、長く勤めている方が多いというのも現状かなと思います。決して順風満帆なケースというのはそんなには実際は多くないですね。周期は色々ありますけれども、みなさんどこかで山というものが必ずありますので、この山が突き抜けないように早め早めに対応していくというところが今私たちがやっていく現状、私たちの出番がどうしても必要な場合というのは、そういうケースの方が多いのかなと思います。もちろんその時にはハローワークさんあるいは発達障害者支援センター、就業生活支援センターの方々にお声かけをしまして、みんなで集まってケース会議を開いて、うちでは対応しきれない部分はどこかでやっていただくとか、家庭の方は就業生活支援センターの方でやっていただいたりという形でトータル的な支援を行っていく、ハローワークのチーム支援という、そういう形で、全体的な形でサポートをしていくことをかなり意識して取り組んでおります。
（大塚委員長）

　ありがとうございます。

　それでは他に何かご意見は。

（森山委員）
　今、ジョブコーチという名称が出たのでお聞きしたいのですが、就労支援する制度としてジョブコーチがあるのですね、今回の調査でも資料１の７ページのところにジョブコーチという名称が出てまいりますけれども、他にほとんどこの資料１、２を通してもこのジョブコーチという名前が見当たらないので、実際にどの程度静岡市においては機能しているのかなと今思ったんですけれども、実際に静岡市においてジョブコーチという方は何人くらいおられて、具体的な事例としてどの程度の支援、期間、回数行われているのか確認したいと思います。
（那須委員）
　少々長い説明になってしまうのですが、ジョブコーチというのは、例えば看護師のようなきちんとした国家資格とは違います。
　理念としては障がいのある方が勤める企業の中で、一緒に働く従業員の方の力によって彼らが支えていけるような体制を作っていくというのが最終的な目標でサポートを行います。ですので、ジョブコーチが常に彼らにつきっぱなしで、全ての事を対応するのではなく、もちろん最初はそういう風に手取り足取りという場面もあるのですが、徐々にジョブコーチの関わりの頻度を減らしていきながら、そのかわり、現場の社員の方がジョブコーチにかわって、自分たちで支えていける様な体制づくり、これナチュラルサポートという言い方をしているのですが、本来的に企業の社員でありますのでその企業が支えていくというのが健常者も障がい者も同じ考えであろうというところで、その橋渡しをジョブコーチが行っていきます。私どものセンターには今、７名のジョブコーチがおります。７名おりますが、県内全般飛び回っている状況ですので、静岡市の専従ではございません。ただ、かなりの割合は市内が多いということが申し上げられると思います。それから、静岡県の取り組みといたしまして、私ども県ジョブという言い方をしておりますが、独自にジョブコーチの養成、活動ということを取り組んでおります。これは全国的にも特色ある取り組みでのひとつだと思います。ちょっと静岡市で今、何名の方が動かれているかは把握していないのですが、私どもの国のジョブコーチと県のジョブコーチが一緒に動くということは制度上、かぶるのでできないが、例えば県のジョブコーチが先に入った事業所で、なかなか問題解決が難しかったという場合は引き続き私どもが後から入って、より専門的な支援を行ったりということも行っております。それからジョブコーチが国の資格ではないというのは少しわかりづらいが、実はジョブコーチとは名乗らないが、例えば就職サポーターとか就職支援員という名前のもとで活動そのものはジョブコーチと全く同じ動きをされているスタッフの方も、例えば就労移行支援事業所の方、Ｂ型の事業所の方、就業生活支援センターのスタッフの方も全く実はジョブコーチと同じような動きをされております。ですので、今回のアンケートではジョブコーチという言葉だけがパッと浮かんではおりますけれども、こういうスタッフが事業所に出向いて行ってご本人の支援と一緒に働く社員の方のサポートを行っていく、そういう取組みというのは実は今もうスタンダードな取り組みになっております。就職が決まったからと会社にポンと預けて、あとは何かあったら連絡くださいというのはかなり昔のやり方になっていて、今はとにかく安心、ある程度安心して本人が会社に馴染めるまでジョブコーチだったり、それぞれの送り出しの支援機関のスタッフの方が事業所を訪問するというやり方が一般化されてきております。ということですので、アンケート上は僕らだけが気持ちよくこのアンケートを見てるだけでいけないんですけれども、実際にはかなり多くの支援者が企業を出入りされているととっていただいてよろしいかと思います。ただこの時に問題になりますのは、ご本人と企業がわれわれ外部の支援者を会社に受け入れることに関して、100％同意、協力があるというのが前提であるんですね。中にはまれに、ご本人さんが来てほしくないということもありますし、企業の中でも、わざわざあなたたちにきてもらうことでもないよとか、個人情報を扱っている現場ですとなかなか部外の者がはいれなかったりとか、それから会社として、できるだけやってみるわとか、ちょっとお断りされることもあります。そうなってくると失敗することを前提として、このサービスをＰＲすることはなかなか難しいので出来るだけ困り感があった時にはすぐに連絡をしてくださいねとかという形でスタンバッている、というところであります。
（大塚委員長）

　ありがとうございました。

それでは本日まだ議題が２つございますので、この議題についてはここまでとさせていただきたいと思います。


つづきまして　３（３）平成26年度　事業の現況報告及び今後の体制について、事務局よりご説明をお願いします。

～障害者福祉課　海野主幹兼係長より説明～

（大塚委員長）
　それではただいまのご説明に対して、ご質問、ご意見等ございましたら、お願いします。

（大石委員）

　こばと保育園の大石です。広報紙を見せていただいてとてもわかりやすくて、広報紙ですと、各家庭に配付されていると思うんですけど、各家庭に配られても、親御さん忙しいので開けることもなく、そのまましまわれている事が多いのではないかと思っているんですけど、私はこれを１枚のパンフレットみたいに保育園で分けたい思いがします。これとすくすくファイルと一緒に説明をして、気になる事があったら保育園にもこのすくすくファイルがありますので、もし気になるならチェックしてくださいというのを全体のところで説明をしたいなと、この広報誌をみて思いました。今後の体制の中に保育園に分けるということが書いてないものですから、全員には分けなくてもいいですが保護者の方がもし希望して、「先生、保育園にもこういうのありますか？」という時に「ありますよ。」とわけられるように、保育園の方にも用意して頂けたらなという思いがしました。

パンフレットを作っていただければ一番いいのですが、今回の広報紙を全体会で説明しながら、すくすくファイルは保育園にもおいてありますからっていう風に言えたらいいなあと思いました。保育園は保護者よりも長い時間子ども達を見ているので、一番気付くのが早いんですよね。お母さんが心配している時にこのすくすくファイルをチェックしてもらって、それでも気になるようだったら専門家に見てもらうように促すことができるのかなと思いました。

（障害者福祉課　海野主幹兼係長）

　大変貴重なご意見ありがとうございます。この記事はちらしとして作っていくということも必要なのかなと思っております。また、ホームページなどでもですね、ダウンロードできるような形もできればいいのかなと思っております。先ほどの成人期の支援の中にもそういうような形で今後考えていきたいというような事をお伝えいたしましたけれども、それも含めた形で今後考えていきたいと思います。ありがとうございます。
（前田所長）
　今の件について、少し補足させていただきます。非常に貴重な意見、ありがとうございました。平成27年度の最初のもしよろしければ園長会の方へ「きらり」から出向きまして、この広報のコピーしたものと園に置いていただけるようなファイルを持って行って、すくすくファイルの使い方を含めた説明会を行っていきたいと思います。
　３年前にも実は静岡市の広報に発達障がいの啓発ということで載せていただいて、それも大きなポスターを作って、園長会や色々な所に出向いて行って、置きたいよという園や小学校には置いたんですが、ぜひ貴重なご意見いただきましたので、特に園のチェック、お子さんの状態を記録するようなものを新しく作りなおしたもので、ぜひ、説明に参りたいと思います。よろしくお願いいたします。
（大塚委員長）

　ありがとうございます。

（佐藤委員）

　子どもと関わる立場の者は、もっともっと発達障がいについて学ばなければならないのですが、現実は、アンケート等によると「小学校、中学校などの理解がほしい」とあります。前田ドクターによれば、このパンフレットは学ぶ側にとって、非常に分かりやすいものとなっているとのことでした。子どもを受け入れる幼稚園や小学校・・・すべての機関に配布し、現場職員の理解を高めることにつなげてはどうでしょうか？
　４月２日から８日の発達障がいの啓発週間ということですが、学校でも幼稚園でも保育園でも、ちょうどこの時というのは、新しい子どもを受け入れる準備をしている時です。この時期にプリントを配布するというのは良いタイミングだと私は思っています。

（大塚委員長）

ありがとうございました。

ぜひ、素晴らしいので、これ用のパンフレット等を作って保護者に配れるような形をしていただければありがたいかなと思います。

（障害者福祉課　海野主幹兼係長）
　ありがとうございます。

　広報課の方からこの記事のデータをいただけると思いますので、今後チラシを作成するということを前向きに検討していきたいと思います。ありがとうございます。

（大塚委員長）

　他にご意見等ございますか。

（田形委員）

この改訂版のすくすくファイルを今拝見させていただいて、前よりすごくよくなったと思って、大変ありがたく思っております。先ほど大石先生の方からおっしゃっていただいたのですが、ずっと保育園や幼稚園の方で配るわけにはいかないかなと思っていました、保護者として。例えば健診で今まで配られていたんだけど、健診で配るよりも、幼稚園、保育園に入園された方が、幼稚園、保育園の方から配っていただいた方が、よりよく浸透するのではないかなと思います。気になる方だけでなく、全員の方にお配りするような予算はないのですかね。今は気になっていなくても、これをチェックしていて、あれ、ちょっとうちの子、もしかしたら発達障がいあるかなと気づかれる方もいらっしゃると思うので、もし予算が許すようだったら、全員の方にお配りしたらどうかなと思うのですが、どうでしょう。
（障害者福祉課　海野主幹兼係長）
　そうですね、全員配付したいですけれども、予算の関係もありますので、ホームページの方からダウンロードしていただく、そのような使い方も現場では、ご検討いただければなと思います。

（大塚委員長）

　ありがとうございます。だんだん終了時間も近づいてまいりまして、今、すくすくファイルのご意見もでましたので、最後の議題３（４）相談支援ファイル（すくすくファイル）の内容等改訂につきまして、事務局よりご説明をお願いします。

～静岡発達障害者支援センター「きらり」より説明～

（大塚委員長）

ありがとうございました。ただいまの説明に対しまして、ご質問、ご意見ありましたら、ご発言をお願いします。
　

（吉田委員）

見させていただいて、内容的にとても見やすく、記入しやすいなと思って感激いたしました。ありがとうございます。ただ、欲をいうと気になったところは、裏の文字がすごく透けて見えてしまうので、それがちょっと気になったので、もしできたら、紙が厚くなり、裏が透けてみえないと見やすいのかなと思います。
（小林委員）
このすくすくファイルは色々な方面から皆さんが客観視できるように本当によくできているなと感心しました。大人になって当事者を客観視できない親とかいうのが、小さい時から客観視することによって減ることができるのではないかと思っております。
（大塚委員長）

　ありがとうございます。他にご意見ございますか。ないようでしたら本日の議事は終了いたします。委員の皆様におかれましては円滑な進行にご協力をいただきまして、ありがとうございました。これにて本日の議長を退任いたします。
（司会）

　大塚委員長、ありがとうございました。

　また、委員の皆様におかれましても長時間にわたりご審議いただき、ありがとうございました。
　本日、委員の皆様からいただきましたご意見につきましては、今後の静岡市の発達障がい者支援施策において、十分に反映させていきたいと考えております。

　また、本日の内容を含め、何かご質問、ご意見等がございましたら、静岡市事務局までご連絡いただきますよう、お願い申し上げます。

　これにて、平成26年度　第２回静岡市発達障害者支援体制整備検討委員会を閉会いたします。本日はありがとうございました。

閉　会　（午後４時閉会）






３議題（１）発達障がい者支援に関する実態調査結果について


　　　（２）実態調査から見えた現状・課題・支援策について








３議題（３）平成２６年度　事業の現況報告及び今後の体制について





３議題（４）相談支援ファイル（すくすくファイル）の内容等改訂について
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